
流動資産 1,831,417 流動負債 353,265

現金及び預金 58,022 未払金 66,261

売掛金 216,255 未払費用 40,567

販売用不動産 457,171 設備未払金 1,833

材料貯蔵品 699 預り金 13,495

前払費用 16,828 前受金 18,694

未収入金 1,806 賞与引当金 104,718

関係会社余剰資金預け金 1,077,181 役員賞与引当金 7,750

その他 3,453 資産除去債務 1,744

未払法人税等 57,129

固定資産 168,100 未払消費税等 41,069

  有形固定資産 44,761

建　物 53,231 固定負債 22,005

構築物 1,427 預り保証金 22,005

工具器具備品 32,740

減価償却累計額 △ 42,637

  

  無形固定資産 5,163

電話加入権 214

ソフトウエア 4,031 375,270

その他 917

株主資本 1,624,247

  投資その他の資産 118,174 資本金 60,000

敷金 52,834 利益剰余金 1,564,247

差入保証金 6,830 　　利益準備金 15,000

長期前払費用 685 　　その他利益剰余金 1,549,247

繰延税金資産 57,584 　　　　別途積立金 1,435,000

出資金 240 　　　　繰越利益剰余金 114,247

1,624,247

1,999,518 1,999,518

 

金額

負　  債   の   部

負債及び純資産　合計資   産   合   計

　純　資　産   合   計

　負   債   合   計

純　資　産   の   部

平成31年３月31日現在

資　　　産　　　の　　　部

〔大和エステート株式会社〕

第20期　　計算書類
自　平成30年 ４月 １日　　　　至　平成31年 ３月31日

貸借対照表

科目 金額 科目

（単位：千円）



１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）資産の評価基準及び評価方法

① たな卸資産

販売用不動産 ……………………………………… 個別法に基づく原価法

材料貯蔵品 ……………………………………… 総平均法に基づく原価法

なお、収益性の低下したたな卸資産につい

ては、帳簿価額を切下げております。

（２）固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 ……………………………………… 定率法

但し、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備、造作を除く）

については、定額法を採用しております。

また、平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備、構築物、造作に

ついては、定額法を採用しております。定額法に変更した影響は軽微です。

なお、主な耐用年数は以下の通りです。

   建物 １年～18年

   構築物 10年～20年

   工具器具備品 ３年～15年

② 無形固定資産 ……………………………………… 定額法

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能

期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

（３）引当金の計上基準

① 賞与引当金 …………… 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

② 役員賞与引当金 …………… 役員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

（４）消費税等の会計処理

　　 　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。なお、控除対象外消費税及び地方消費税については、期間

費用として処理しております。

２．貸借対照表に関する注記

（１）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
短期金銭債権 ………………………………………………………… 千円

短期金銭債務 ………………………………………………………… 千円

３．税効果会計に関する注記
（１）繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
    （固定の部）

繰延税金資産
繰越欠損金 千円
賞与引当金 千円
賞与引当金社会保険料 千円
未払事業税 千円
その他 千円

繰延税金資産合計 千円 　

４．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 ………………………………………………… 1,353,539円64銭
１株当たり当期純利益 ………………………………………………… 137,253円4銭

５．当期純損益金額 千円

以上

164,704

4,933
3,127

57,584

8,145
36,221
5,155

1,272,481

49,398


